
阻止に向け決起阻止に向け決起
─ STOP THE格差社会！暮らしの底上げ実現キャンペーン─

労働者保護
ルール改悪
労働者保護
ルール改悪

徳
島
駅
前
で
街
宣
行
動
も
展
開

徳
島
駅
前
で
街
宣
行
動
も
展
開

徳
島
駅
前
で
街
宣
行
動
も
展
開

水害被害による
災害見舞金を手渡す
水害被害による

災害見舞金を手渡す
水害被害による

災害見舞金を手渡す

岩佐阿南市長に見舞金を手渡す河村会長。松崎県議も同行。

各構成組織から70人が参加

道行く人にSTOP THE 格差社会を訴える河村会長

和
解
受
け
報
告
集
会

闘
争
経
過
報
告
を
全
体
で
確
認

連
合
徳
島

連
合
徳
島

連
合
徳
島

阿南市・那賀町を支援

全国一斉で行われた労働者保護ルール
改悪阻止行動開始宣言集会

　
連
合
は
９
月
25
日
、「
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
阻
止
行
動
開
始
宣
言
集
会
」
を
起
点
と
し
て
、

「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

格
差
社
会
、
暮
ら
し
の
底
上
げ
実
現
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
第
３
弾
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
、
全
国
一
斉
で
集
会
等
を
実
施
。連
合
徳
島
も
同
日
、
徳
島
駅
前
で
の
街
宣
行
動
や
徳
島
市
の

阿
波
観
光
ホ
テ
ル
で
集
会
を
開
催
し
、各
構
成
組
織
か
ら
１
２
０
人
が
参
加
し
決
起
し
た
。

１０月７日（火）
・ディーセントワーク全国一斉行動（徳島駅前）
１０月１１日（土）
・ボランティアサポートチーム養成講座（昭和コミセン）
１０月１７日（金）～１８日（土）
・反差別研修（埼玉県狭山市）
１０月２９日（水）
・狭山事件の再審を求める県内集会（労働福祉会館別館）

◎

◎

◎

◎

　

 

集
会
で
冒
頭
、
河
村
連
合

徳
島
会
長
は
、
政
府
が
推
し
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
労
働
者
保

護
ル
ー
ル
改
悪
に
つ
い
て
述
べ

た
上
で
「
政
府
内
で
成
長
戦
略

と
い
う
名
の
下
に
、
お
金
さ
え

払
え
ば
労
働
者
を
ク
ビ
に
で
き

る
制
度
の
導
入
や
、
過
労
死
を

招
き
か
ね
な
い
労
働
時
間
ル
ー

ル
の
見
直
し
、
さ
ら
に
は
低
賃

金
の
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入

れ
な
ど
を
議
論
し
、
労
働
者
が

人
た
る
に
値
す
る
た
め
の
最
低

限
の
ル
ー
ル
に
岩
盤
規
制
と

レ
ッ
テ
ル
を
貼
り
、
破
壊
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
日
本
は
働
く

　

連
合
徳
島
地
域
ユ
ニ
オ
ン
が

支
援
す
る
ド
イ
ツ
館
従
業
員
地

位
確
認
等
請
求
事
件
（
裁
判
闘

争
）
の
和
解
を
受
け
、
９
月
６

日
、
徳
島
市
の
ろ
う
き
ん
ホ
ー

ル
で
報
告
集
会
が
開
か
れ
、
各

構
成
組
織
か
ら
70
人
が
参
加
し

た
。

  

冒
頭
、
河
村
連
合
徳
島
会
長

は
、
こ
れ
ま
で
の
闘
争
内
容
に

つ
い
て
述
べ
た
上
で
、「
各
構

成
組
織
、
支
援
共
闘
会
議
、
関

係
団
体
か
ら
支
援
を
い
た
だ
い

た
闘
争
は
８
月
８
日
の
裁
判

（
第
10
回
公
判
）
に
お
い
て
和

解
が
成
立
し
た
が
、
鳴
門
市
と

し
て
、
ド
イ
ツ
館
や
賀
川
豊
彦

記
念
館
な
ど
の
由
緒
あ
る
施
設

の
運
営
管
理
を
、
労
働
問
題
を

平
気
で
起
こ
す
よ
う
な
会
社

（
ド
ム
有
限
会
社
）
に
委
託
・

運
営
さ
せ
て
い
い
も
の
か
。
来

年
４
月
に
当
館
の
指
定
管
理
の

募
集
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ

が
、
疑
問
を
感
じ
る
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

  

続
い
て
、
篠
原
顧
問
弁
護
士

が
、
こ
れ
ま
で
の
闘
争
や
和
解

に
い
た
っ
た
経
過
を
説
明
し
た

者
の
９
割
が
雇
用
者
で
占
め
る

雇
用
社
会
で
あ
り
、
労
働
者
は

社
会
の
主
人
公
で
あ
る
。
安
心

し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
を

め
ざ
し
、労
働
者
保
護
ル
ー
ル

の
改
悪
阻
止
に
向
け
、
地
域
・

職
場
か
ら
断
固
反
対
の
声
を
挙

げ
て
い
こ
う
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

続
い
て
、
森
本
連
合
徳
島
事

務
局
長
が
情
勢
報
告
を
行
っ
た

上
で
、
当
面
す
る
取
り
組
み
と

し
て
連
合
（
徳
島
）
が
主
催
す

る
諸
集
会
の
積
極
参
加
と
全
国

縦
断
ア
ピ
ー
ル
リ
レ
ー
の
開

催
、
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪

阻
止
に
向
け
、
各
構
成
組
織
に

お
け
る
学
習
会
の
開
催
な
ど
を

提
起
し
意
思
統
一
を
図
っ
た
。

　

最
後
に
、「
労
働
時
間
の
規

制
緩
和
、
労
働
者
派
遣
法
の
改

後
、当
事
者
で
あ
る
日
下
さ
ん
、

五
藤
さ
ん
両
名
が
「
こ
れ
ま
で

の
支
援
に
感
謝
を
申
し
上
げ

る
。
心
が
折
れ
そ
う
な
時
も

あ
っ
た
が
、
連
合
徳
島
の
皆
さ

ん
の
身
に
余
る
支
援
で
た
た
か

い
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
今
回
、
断
腸
の
思
い
で
和

解
を
受
け
入
れ
た
」
と
し
、「
二

度
と
私
た
ち
の
よ
う
な
人
を
出

し
て
は
い
け
な
い
」
と
涙
な
が

ら
に
あ
い
さ
つ
と
闘
争
お
礼
を

行
っ
た
。

　

報
告
集
会
終
了
後
、
支
援
共

闘
会
議
の
総
括
（
解
散
）
集
会

を
行
い
、
カ
ン
パ
金
の
決
算
及

び
闘
争
経
過
を
総
括
し
、
集
会

を
終
え
た
。

　

 

８
月
２
日
の
台
風
12
号
、

８
月
10
日
に
は
台
風
11
号
が

日
本
列
島
を
縦
断
し
、
徳
島

県
内
は
記
録
的
な
豪
雨
に
見

舞
わ
れ
、
家
屋
損
壊
や
農
作

物
被
害
、
床
上
・
床
下
の
浸

水
被
害
等
が
相
次
ぎ
、
各
自

治
体
で
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
た
。

　

８
月
28
日
、
連
合
徳
島
は

と
り
わ
け
被
害
の
大
き
か
っ

た
那
賀
町
（
峯
田
総
務
課
長

が
応
対
）、
阿
南
市
（
岩
浅
市

長
が
応
対
）を
訪
問
し
、河
村

会
長
が
災
害
見
舞
金
を
手
渡

す
と
と
も
に
、
被
害
状
況
や

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
っ
た
。阿
南
市
役

所
の
訪
問
で
は
連
合
徳
島
組

織
内
議
員
の
松
崎
県
議
も
同

行
し
、
積
極
的
な
支
援
を
要

請
し
た
。岩
浅
阿
南
市
長
は

「
温
か
い
心
遣
い
に
感
謝
申

し
上
げ
る
。早
期
復
興
に
向

け
有
効
に
使
わ
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
」と
述
べ
た
。

悪
に
反
対
」
と
す
る
行
動
開
始

宣
言
ア
ピ
ー
ル
を
全
体
で
確

認
、
採
択
し
団
結
が
ん
ば
ろ
う

で
終
了
し
た
。
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─第25期部落解放・人権講座修了式──第25期部落解放・人権講座修了式──第25期部落解放・人権講座修了式─

フィールドワークや講演を熱心に聞き入る参加者

各構成組織から68人の青年委員が参加

連合徳島構成組織など23団体、32人が参加

 

災
害
対
策
と
課
題
受
け

│
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
│

あ
ら
ゆ
る
人
権
課
題
を
学
習

各構成組織から70人が参加

北朝鮮の拉致問題をテーマに

14人のエキスパート誕生

安心して暮らしていける社会をめざし
団結がんばろう

　

８
月
31
日
、
労
働
福
祉
会
館

で
連
合
徳
島
青
年
委
員
会
秋
期

学
習
研
修
会
を
開
き
、
各
構
成

組
織
青
年
委
員
会
か
ら
68
人
が

参
加
し
た
。

　

研
修
会
は
「
北
朝
鮮
に
よ
る

日
本
人
拉
致
問
題
」
を
テ
ー
マ

に
行
わ
れ
、
冒
頭
、
小
畑
連
合

徳
島
青
年
委
員
長
が
「
１
９
７

０
年
か
ら
１
９
８
０
年
代
を
中

心
に
、
北
朝
鮮
が
多
く
の
日
本

人
を
そ
の
意
思
に
反
し
て
北
朝

鮮
に
連
れ
去
っ
た
。
国
家
主
権

と
基
本
的
人
権
が
侵
害
さ
れ
て

い
る
現
実
や
実
態
を
直
視
し
よ

う
」
と
あ
い
さ
つ
。

  

講
演
で
は
、
特
定
失
踪
者
問

題
調
査
会
の
村
尾
理
事
を
招
き
、

拉
致
被
害
者
救
出
に
向
け
、

様
々
な
活
動
を
紹
介
し
た
上
で
、

と
り
わ
け
北
朝
鮮
に
対
し
、
短

波
放
送
「
し
お
か
ぜ
」
を
１
日

２
時
間
、
連
日
行
っ
て
い
る
取

り
組
み
や
課
題
を
学
習
し
た
。

ま
た
、
喜
納
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
徳

島
県
支
部
次
長
が
、
産
別
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
学
習
活
動

　

８
月
22
日
か
ら
９
月
19
日
の

１
ヶ
月
間
、
第
25
期
部
落
解

放
・
人
権
講
座
が
開
か
れ
、
連

合
徳
島
構
成
組
織
や
行
政
、
経

営
団
体
な
ど
23
団
体
・
32
人
の

受
講
申
し
込
み
が
あ
り
、
講
座

期
間
中
、
代
理
出
席
を
含
め
、

の
べ
46
人
が
参
加
し
た
。

　

修
了
式
は
９
月
19
日
に
徳
島

市
国
府
町
芝
原
の
む
つ
み
会
館

で
行
わ
れ
、
14
人
に
修
了
証
書

が
交
付
さ
れ
、
人
権
エ
キ
ス
パ

ー
ト
が
誕
生
し
た
。（
修
了
証

書
は
本
講
座
７
講
座
の
う
ち
、

５
講
座
以
上
受
講
し
た
方
に
交

付
）

　

 

部
落
解
放
・
人
権
講
座
は
、

　
　

９
月
６
日
、
徳
島
市
の

ろ
う
き
ん
ホ
ー
ル
で
８
月
に

発
生
し
た
台
風
11
号
・
12
号

に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
た
阿
南
市
、
那
賀
郡
那
賀

町
の
災
害
現
況
報
告
会
を
開

き
、
各
構
成
組
織
か
ら
70
人

が
参
加
し
た
。報
告
会
は
連

合
徳
島
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
つ
い
て
参
考
に
す
る
た

め
に
行
わ
れ
た
も
の
。

　

報
告
会
で
は
当
該
市
町
の

担
当
者
を
招
き
、
被
害
状
況

や
今
後
の
対
策
と
課
題
に
加

え
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

設
置
や
状
況
な
ど
に
つ
い
て

詳
し
く
説
明
を
受
け
た
。

　

連
合
徳
島
は
今
後
、
現
在

始
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
の
活
動

と
リ
ン
ク
さ
せ
な
が
ら
、
災

害
発
生
時
の
対
応
等
に
つ
い

て
議
論
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

こ
と
と
し
て
い
る
。　

内
容
や
支
援
グ
ッ
ズ
の
販
売
、

グ
ッ
ズ
の
着
用
運
動
、
カ
ン
パ

活
動
、
街
頭
ア
ピ
ー
ル
行
動
な

ど
も
紹
介
し
た
上
で
、
北
朝
鮮

が
な
ぜ
日
本
人
を
拉
致
し
た
の

か
を
説
明
し
、
日
本
政
府
の
公

式
方
針
や
国
内
に
お
け
る
取
り

組
み
状
況
等
も
報
告
し
た
。

　

ま
と
め
と
し
て
、
「
自
分
の

家
族
の
一
員
が
拉
致
さ
れ
た
と

の
思
い
で
、
運
動
を
展
開
し
て

欲
し
い
。
そ
し
て
拉
致
問
題
を

決
し
て
風
化
さ
せ
な
い
取
り
組

み
を
と
も
に
作
っ
て
い
こ
う
」

と
結
ん
だ
。

　

最
後
に
、
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
け
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
、
小
畑
青
年
委
員
長
の
団
結

が
ん
ば
ろ
う
で
研
修
会
を
終
了

し
た
。

徳
島
に
お
け
る
部
落
解
放
運
動

の
現
状
と
狭
山
の
た
た
か
い
、

子
ど
も
の
人
権
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
と
女
性
の
人
権
、
障
が

い
者
差
別
解
消
法
と
差
別
禁
止

法
の
制
定
、
部
落
差
別
の
実
態

と
糾
弾
闘
争
の
理
論
、
多
様
な

被
差
別
民
衆
の
歴
史
、
屋
内
外

で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
、

計
７
講
座
が
行
わ
れ
、
各
講
座

と
も
、学
校
教
育（
義
務
教
育
）

で
は
学
習
し
て
こ
な
か
っ
た

様
々
な
差
別
実
態
や
人
権
侵
害

の
問
題
・
課
題
、
そ
し
て
歴
史

な
ど
を
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
講
師

陣
を
招
き
系
統
的
な
学
習
を
行

っ
た
。

　

修
了
式
で
は
冒
頭
、
人
権
講

座
実
行
委
員
会
の
橋
本
副
実
行

委
員
長
が
「
現
在
も
な
お
、
身

元
調
査
や
個
人
情
報
を
得
る
た

め
に
不
正
な
戸
籍
謄
本
等
の
入

手
が
後
を
絶
た
な
い
。
加
え
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
電

子
版
の
部
落
地
名
総
鑑
を
は
じ

め
、
部
落
差
別
を
助
長
す
る
悪

質
な
書
き
込
み
が
断
続
的
に
な

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
件

は
部
落
差
別
の
み
な
ら
ず
、
個

人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
大
き
く

侵
害
す
る
重
大
な
人
権
侵
害
で

あ
る
。
本
講
座
で
学
習
し
た
内

容
を
職
場
・
地
域
で
活
か
し
、

あ
ら
ゆ
る
差
別
の
完
全
撤
廃
と

人
権
政
策
確
立
の
た
め
に
共
に

頑
張
っ
て
い
こ
う
」
と
総
括
あ

い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
修
了
式
に
参
加
し
た

受
講
生
一
人
ひ
と
り
か
ら
本
講

座
を
受
講
し
て
の
感
想
や
今
後

取
り
上
げ
て
欲
し
い
テ
ー
マ
な

ど
を
報
告
し
て
も
ら
い
、
事
務

局
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

交
流
も
図
っ
た
。

　

受
講
生
か
ら
は
「
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
課
題

も
講
座
に
取
り
入
れ
て
欲
し

い
」
「
若
年
者
に
も
参
加
し
て

貰
え
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
充

実
」
「
学
校
教
育
で
は
学
ん
で

こ
な
か
っ
た
部
落
差
別
の
さ
ら

に
詳
し
い
歴
史
を
学
習
で
き
充

実
し
た
」
「
職
場
・
地
域
で
活

か
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
決
意

や
要
望
が
出
さ
れ
た
。
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